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1.はじめに 

海岸近傍の過酷な腐食環境に約30年間曝された鋼 I
桁橋(以下、暴露橋 写真1)の腐食性状は、図1に示す

ように、海岸側の G1 桁ではウェブ下端部とウェブ中

間付近で腐食減厚が顕著であり、おわん状に主桁板厚

が減少している(以下、おわん型腐食)。また、陸側の

G3 桁ではウェブ下端部の腐食減厚が非常に顕著であ

り、くさび状に主桁板厚が減少している(以下、くさび

型腐食)。このことから桁の位置によって腐食形状が異

なる 1)。そこで本研究では、暴露橋の腐食性状の解明

として、鋼 I 桁内部の粒子の飛来特性の検証を目的に

風洞試験を行った。 
2. 試験方法 

2.1 風洞試験 

表1に暴露橋の1/15モデル風洞試験のパラメータ変

動範囲の一覧を示す。パラメータは風速と桁下高さと

した。風の流れ計測は、設置した 1/15 モデルにオイル

ミストを噴霧し、レーザーにて可視化した状態で高速

度カメラ(2000frame/s)を用いて撮影を行った。撮影し

た映像を解析処理し、オイルミストの流れを観察する。

使用した風洞試験機を写真2に示す。風洞試験機の最

高風速は20m/sで循環型の吸気、排気を行う。ここで、

レイノルズ数（Re=UL/ν）の関係より、実験での風

速 15m/s は実際の風速 1m/s 相当になる。また、モデ

ル桁下の高さ 50mm（モデル桁高さ：モデル桁下=1：
0.5）とは実橋における満潮時相当、モデル桁下の高さ

200mm（モデル桁高さ：モデル桁下=1：2）では実橋

における干潮時相当に対応する。 
3. 試験結果 

3.1 風速 5m/s、桁下50mmの場合 

 図2に case1 の煙流跡画像と平均流速ベクトル図を

示す。G1-G2 桁間、G2-G3 桁間両方とも渦が反時計

回りに発生した。G2-G3 桁下の風速が大きくなってお

り、G3 桁端部に多く海塩粒子が衝突付着したと考え

られ、くさび型腐食の傾向を示すと推測される。 
3.2 風速 5m/s、桁下200mmの場合 

 図3に case2 の煙流跡画像と平均流速ベクトル図を

示す。G1-G2 桁間では時計回り、G2-G3 桁間では反

時計回りに渦が発生した。このことから G1 桁中間、

G3 端部に塩分が多く付着すると考えられ、G1 桁では

おわん型腐食、G3 桁ではくさび型腐食の傾向を示す

と推測される。 

 
写真1 暴露橋梁 
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3. 図 1 暴露橋残存板厚 

 

表 1 モデルパラメータ 

case 桁間隔

(mm) 
桁高さ 
(mm) 

下フラ

ンジ 
風速 
(m/s) 

桁下 
(mm) 

case1

133 100 無 
5 

50 
case2 200 
case3

15 
50 

case4 200 
 

 
写真2 風洞試験機（最大風速20m/s） 
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3.3 風速 15m/s、桁下50mmの場合 

図 4に case3 の煙流跡画像と平均流速ベクトル図を

示す。G1-G2 桁間、G2-G3 桁間両方とも渦が反時計

回りに発生した。このことから G3 桁端部に塩分が多

く付着すると考えられ、くさび型腐食の傾向を示すと

推測される。 
3.4 風速 15m/s、桁下 200mmの場合 

図 5に case4 の煙流跡画像と平均流速ベクトル図を

示す。G1-G2 桁間、G2-G3 桁間両方とも渦が反時計

回りに発生した。G1-G2 桁間の渦は桁下まで下がって

おり桁上ではほとんど流れがない。しかし、G2-G3 桁

内での風速が大きくなっており、G3 桁に向かってベ

クトルが多く向かっている。このことから G3 桁下端

部には塩分が多く付着すると考えられ、くさび型腐食

の傾向を示すと推測される。 
4.まとめ 

風洞試験を行い、モデル桁内で発生した渦を観測す

ることで以下の結果を得た。 
1) G1 桁では、渦の発生状況から桁中間部に塩分が多

く付着すると考えられ、おわん型腐食の傾向を示すと

推測される。 
2) G3 桁では、渦の発生状況から桁下端部に塩分が多

く付着すると考えられ、くさび型腐食の傾向を示すと

推測される。 
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図2  case1-煙流跡画像と平均流速ベクトル図 

 
 

 

 
図3  case2-煙流跡画像と平均流速ベクトル図 

 
 

 

 
図4  case3-煙流跡画像と平均流速ベクトル図 

 

 

 

 
図5  case4-煙流跡画像と平均流速ベクトル図  
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